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自

治

労

神

奈

川

県

本

部

郵
重
回
退
職
脅
総
会

最
近
に
於
け
る
退
職
　
高
齢
者
な
ど

へ
の
風

庁
と
も
い
え
る
と
人
保
催
法
や
、

年
金
制
度
の

改
悪
な
ど
は
、

全
国
的
に
も
、

一品
齢
を
団
体
や
、

退
職
者
会
を
怒
ら
し
め
、

そ
の
活
動
も

い
よ

ノ
く
、
よ向
ま
り
を
み
せ
て
い
る
じ

そ
ん
な
中
で
、

私
た
ち
に
関
係
の
深
い
自
市

労
神
奈
川
，
本
部
の
第
五
回
退
職
を
結
会
が
、

去
る
昭
和
六
十

一
年
十
二
月
十
八
日
、

横
浜

中
区
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
伴
さ
れ
た
。

公

員
で
あ
る
横
浜
、

川
崎
、

横
須
賀
、

藤
沢
、

十

塚
、

相
慎
原
な
ど
各
地
方
自
治
体
退
職
者
会
問

係
者
約
七
●
名
が
出
席
、

Ｌ
関
係
で
は
、

県
公

企
労
退
職
キ
会
、

と
当
帰
職
労
退
職
者
厚
■
会

か
ら
は
〓
名
が
参
加
し
た
。

来
賀
と
し
て
中
央
か
ら
白
治
労
退
職
者
会
か

ら
事
務
局
長
な
ど
が
、

そ
の
技
拶
の
中
で
当
‐――

国
会
上
程
中
の
老
肥
法
条
改
恵
の
動
き
や
　
米

ヤ

こ
の
会
報
は
、

現
役

の
中
高
年
職
員

の
方

々
に
も
役
立

つ
よ
う
編
集
し
て
お

り
ま
す
．

在
職
中
か
ら
退
職
後
に
備
え
て
物
心
に

わ
た
る
半
怖
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

―
県
職
労
は
退
職
後
も
皆
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

る
べ
き
年
金
課
税
に
対
す
る
反
対
の
収
祉
み
方

に
つ
い
て
状
況
報
告
が
あ

っ
た
　
次

い
で
　
８６

年
度
活
動
維
過
報
告
承
認
の
あ
と
、

８７
年
活
動

方
針

⌒案
）を

１ｌｒ
決
、

新
役
賞
を
送
出

一当
公
か

ら
は
奏
謙
治
郎
氏
が
幹
事
）
し
、給

会
官
言
（突
）

を
満
場

一
致
で
可
決
し
て
閉
会
し
た
ｃ

活
動
方
針

（要
旨
）

０
そ
人
供
健
法
改
は
、

年
金
諜
能
反
対
の
取

り
組
み

●
高
飾
化
社
会
に
む
か

っ
て
の
宇
習
　
研
究

●
格
朴
の
後
退
、

年
事
費
の
増
大
、

国
家
機

侑
法
制
定
の
動
き
に
対
応
し
た
取
り
祉
み

０
現
退

一
致
を
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
運
動
を

す

ヽ
め
る

０
組
織
拡
大
、

上
部
団
体
と
の
迪
携
強
化

Ｏ
平
和
運
動
を
す
す
め
る

Ｏ
具
体
的
活
動
を
実
践
す
る

加
入
の
お
す
す
め

●
退
職
者
に
も
冬
の
手
飾
の
到
米
で
す
。

年
金

法
の
政
Ｌ
に
よ
り
年
全
徹
の
引
下
げ
、

な
い

し
ス
ト

ッ
プ
ｆ

●
老
人
に
原
も
行
料
化
、

そ
れ
と
保
険
以
外
の

費
用
の
敵
州
な
ど
　
　
。

‥
机
陛
だ
け
の
退
職
者
公
で
は
力
不
足
で
す
。

現
役
の
人
た
ち
や
、

全
国
の
仲
間
と

一
緒
に

中
央
政
府
や
国
会

へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で

す
。

，
会
長
に
は
全
労
済
の
火
災
　
■
命
　
自
動
■

火
済
や
、

グ
ル
ー
ブ
保
険
加
入
イ
の
十
洋
保

障
制
度

へ
の
切
杵
え
、

早
職
労
の
頼
問
介
謹

士
、

公
認
会
計
士
の
相
談
な
ど
１１‐ｉ
利
呼
ｉ
享

業
が
引
統
き
利
用
で
き
ま
す
．

０
新
し
い
時
代
の
退
職
杵
会

へ
の
先
棟
的
役
側

を
Ｈ
精
し
て
い
ま
す
ハ

61. 12. 18

於 横  浜

労働福祉センター

=1・i■_iil=

=

会
費
納
入
の
お
願
い

未
納
会
貴
の
納
入
も
お
願

い
し
ま
す
。

③
昭
和
６２
年
度

　

年
会
賛
一
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

③
終
身
会
賛
　
　
　
　
一
一〇
、

〇
〇
〇
円

（化
し
入
会
金

一
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
は
別
）

終
身
会
費
切
昔
え
の
方
は
、

昭
和
α
年
度
入
会
の
方
は

（年
会
費
分

一
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）
を
差
引
い
た

一
人
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

械
浜
銀
行
県
け
支
店
振
若
日
旺
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
．
止
‐‐
迎
コ
今
回
圧
番
号

人
七
八
　
ど

二
九
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昭
和
六
十

一
年
度

世
界

一
の
金
持
債
権
国
に
な

っ
た
日
本
も
、

そ
の
構
造
を
み
る
と
き
官
貧
民
富
で
、

積
年
に

わ
た
る
無
為
無
栄
な
政
治
経
済
運
営
が
、

国
民

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
進
行
し
、

国
の
財
政
再

建
の
途
も
遠
の
く
ば
か
り
か
“

そ
の
国
債
残
高

は
驚
く
勿
れ
、

六
十

一
年
度
末
で
百
四
十
二
兆

円
、

こ
の
ほ
か
、

案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
国
鉄

累
積
債
務
な
ど
わ
れ
わ
れ
の
目
に
見
え
な
い
借

金
が
二
十
七
兆
円
も
あ
る
と
い
う
巌
し
い
事
実

を
正
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の

一
方
で
民
宮
の
余
剰
資
金
は
内
需
拡
大

と
は
正
反
対
に
海
外
に
流
れ
、

米
国
だ
け
で
も

約
二
〇
兆
円
を
超
え
る
資
金
が
外
国
債
、

不
動

産
投
資
、

工
場
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
、

国
内
に

於
て
も
株
式
債
券
　
絵
画
な
ど
に
流
れ
狂
乱
現

象
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

こ
れ
と
は
対
称
的
な
官
貧
現
象
は
財
政
再
建

の
名
の
下
に
防
衛
費
以
外
に
シ
ワ
寄
せ
さ
れ
て

こ
こ
数
年
に
お
け
る
老
人
医
療
有
料
化
、

健
保

制
度
、

年
金
制
度
の
改
悪
な
ど
福
祉
切
り
捨
て

政
策
が
強
行
さ
れ
、

今
後
予
想
さ
れ
る
年
金
課

税
強
化
問
題
や
旧
国
鉄
職
員
共
清
年
金
の
破
産

救
済
の
た
め
の
地
方
職
員
共
消
年
金
、

厚
生
年

金
と
の
合
併
に
よ
る
年
金
給
付
の
全
般
的
引
下

げ
な
ど
が
狙
上
に
の
ぼ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
は
、

私
た
ち
が
期

待
し
て
い
る
退
戦
後
の
性
峡
で
平
和
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
■
活
が
変
虻
を
令
性
な
く
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
て
急
進
た
忙
し

た
本
会
は
事
務
局
執
竹
＝
体
制
が
卜
分
ヤ
怖
き

れ
な
い
中
で
話
行
事
に
参
加
し
、

ま
た
格
キーー
‐‐
‐
１

生
活
動
な
ど
を
行

っ
て
き
た
た
め
、

会
虫
作
■

の
期
待
に
十
分
容
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
、

率
高
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

こ
の
た
め
昭
和
六
十

一
年
度
は
、

こ
の
反
作

の
Ｌ
に
と

っ
て
可
忙
な
限
り
事
務
局
故
行
体
制

の
整
備
に
力
を

い
れ
た
と
い
え
る
．
し
か
し
末

だ
十
分
と
は
去
え
ず
、

今
後
更
に
　
噌
の
ケ
カ

を
し
、

将
来
に
向
け
て
の
本
会
の
発
代
の
米
礎

問
め
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、

会
員
各
位
に
、

と
も
す
れ
ば
孤
独
な

た
め
疎
道
に
な
り
勝
ち
な
全
国
的
情
勢
を
知

っ

て
も
ら
う
た
め
に
会
報
の
充
実
や
、

各
種
保
会

へ
の
参
加
を
す
す
め
よ
う
努
め
た
。

会
買
加
入
に
つ
い
て
も
県
職
労
中
高
年
部
の

協
力
を
得
て
、

関
係
あ
る
会
合

へ
幹
事
を
派
遣

し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、

発

足
以
来
漸
く
二
年
目
に
し
て
当
会
の
存
在
が
よ

う
や
く
知
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
言
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
、

県
職
労
の
物
心
画
面
に
わ
た
る
協
力

に
改
め
て
感
謝
を
表
し
た
い
。

生
回
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昭
和
六
十
二
年
度

活

動

方

針
（案
）

私
た
ち
は
、

退
職
後
も
健
康
で
、

平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
甲
斐
の
あ
る
生
活
が
お
く

れ
る
よ
う
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

一
、

退
職
後
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
健
康
、

経
済

家
庭
生
活
な
ど
に
関
す
る
巾
広
い
情
報
を
速

く
、

正
し
く
知
ら
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
こ

の
た
め
会
報
発
行
回
数
の
増
加
、

内
容
充
実

を
は
か
り
ま
す
。

二
、

福
祉
厚
生
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

全
労

済
、

労
金
等
の
関
係
を
強
化
し
、

火
災
、

生

命
、

自
動
車
各
共
済

へ
の
引
続
ぎ
利
用
や
、

民
間
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
に
つ
い
て
も
、

本

会
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
涯
保
険
制

度

へ
の
切
誉
活
用
を
は
か
る
な
ど
、

こ
れ
ら

特
典
の
周
知
徹
底
と
、

更
に
各
種
特
典

へ
の

調
査
開
拓

へ
、

県
職
労
厚
ｉ
事
業
部
と
の
連

携
を
行
に
し
ま
す
。

三
、

私
た
ち
退
職
者
の
地
位
の
向
上
を
は
か
る

た
め
全
国
の
退
職
者
、

高
齢
者
の
団
体
と
の

交
流
に
つ
と
め
、

ま
た
全
日
本
自
治
体
退
職

者
会

へ
の
直
接
加
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

中
央

地
方
を
通
じ
て
の
情
報
把
握
と
共
に
、

必
要
に
は
じ
て
、

交
渉
や
陳
情
請
願
活
動
に

も
参
加
す
る
ほ
か
、

私
た
ち
に
最
も
身
近
か

な
存
在
で
あ
る
地
元
国
会
議
員

へ
も
陳
情
、

意
見
具
申
を
は
か
る
な
ど
活
動
方
針
の
活
性

化
に
客
め
ま
す

四
、

若
実
な
行
動
と
実
績
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ

っ
て
新
会
民
の
加
入
促
進
を
は
か
り
、

終
身
会
員

の
増
加
と
あ

い
ま

っ
て
組
織
拡

大
、

会
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

五
、

退
職
キ
の
孤
独
感
か
ら
の
解
放
、

全
国
情

勢
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
各
種
集
会
へ
の
参

加
を
促
し
、

楽
し
い
有
意
義
な
行
事
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
い
、

生
き
甲
斐
感
の

一
助
と
し

て
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
会
員
名
符
を

発
行
い
た
し
ま
す
。

六
、

退
職
後
も
働
き
た
い
意
欲
あ
る
会
員
の
た

め
に
、

現
県
行
政
組
織
で
は
実
施
し
難

い
事

業
に
つ
い
て
調
査
、

発
掘
に
つ
と
め
、

会
受

託
事
業

の
準
備
と
実
現
に
向
け
て
努
め
ま

す
。

神
奈
川
県
職
労
退
職
者
厚
生
会

第

二

田

定

期

総

会

と
　
き
　
昭
和
６２
年
５
月
１７
日
側
　
午
後
三
時
か
ら

昭
和
６２
年
５
月
１８
日
側
　
午
前
十
時
ま
で

と
こ
ろ
　
神
奈
川
県
職
員
保
養
所

箱
根

大
平
荘

※
総
会
終
了
後
　
昨
年
同
様
夕
刻
よ
り
柴
し
い
懇
親
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご

出
席
の
方
は
、

各
自
交
通
費
の
み
負
担
で
す
か
ら
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事 務 局 だ よ り(行動日誌から) (口呂千86141～ J3キ‖62331)

会計監杢 田 中英子 ③

会計監査 塩 田智之 ③

会 計 監 査 報 告

収支証拠書類、預金通帳等についての監査の結果

妥当に執行されているものと認めます。

昭オ『62年4月24日

年月日 填   目 要楠 年月日 項   目 要稿

61  4  11

4  14

4  1 7

4 30

5 2

5 6
- 7

5 11
-12

5  1 9

6 11

7  10

7 14

9  2

9 6

9 15

9  16

時 ,「奈

幹 "会

幹事 会

烹務打 て|せ

幹事 会

県駐労 現 k

集 会

第 2回 定 期裕 会

幹 毎会

ttt翠 広 報

関係打 合せ

会 縦発と打存

会報 発 j基

幹事 会

幹
3rf会

第 16回 全国市飾

者 大 集会

於 川崎 市体育飾

地公労高飾者集会

於束 京
一 ッ橋努

第 2り 結介すr合わせ 新 週駐者人公|1策

「い ■価 十猪

結 公サ酸 n ttjと作洸 (大会勧 誘 ラ令 2、)

総 会 rvl“Ⅲ 務処工L

結 会 HHイ JⅢ打 合せ

イtA時 Ⅲ卜 竹 "‖ 1町

サ付場卜fちリッⅢⅢ

令昨 宇 H l '山 I F lヤ公 し1 2 8名

公l T状7 6名 ぢ 術ヽ棋 人 ■舟

第 2い 結 会社す1と 】格延坪

則代 共竹 Ⅲ Ⅲ !Ⅲl件Ⅲで

会報編 架  ■ ひ布 ■
' j :務

会挑 )ヽ 3た と千 怖
″  ,こ1 /

9  1 5全 国 高前 者 集会打 イトせ

可上通 角■を送

会 員参 加2 2名  そ の他 中高年 印 を令

め県耽労 関係 参力H■3 0名

幹事 1名 出席

百会館

61 10 2?

62  1 13

第

２４

　

‐２

９

‐８

卜

．
　

２

３

３

合 日本 自お体 j巳

職者 会

第 1 5LnJ定期結 会

経 即 11務チr合せ

県駐力 玉駐 竹J度

IIt明会  ‖ 1融会

於積 ,F取 口 「1水

会札ちこと羊 lFu
ク  lf_r

科 5い 山市,4H

奈サ県 小耐;ll壮

キ総 会於横 浜

オ働福lD七ンクー

火 災 ) 市ヽ 貿約

更新 通 億

県松サ 中高年部

第 10回定期総 会

於 符 tlt大ヤイi

幹 T会

幹事 会

件ギ 会

幹事 l名 ‖,席

於 符根小 涌 Lt

会計 簿 tLt型ほか

幹 Tr 2名 ‖1怖

‐
十イfキモt='レ

会純 M 〕| ■ イ丁をと 1 ■1 市
ク   ケさjと

竹 Ⅲ 3名

合"市 火 災 )けキ契約 更軒

■ う本 内 女

代 表幹 Tほ か

新 退耽者 大会対策

第 3阿 総 会 日科

総 合 町係打 合
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県職93退職tl震説明会及

「県
職
労
中
高
年
部
の
集
い
」
か
ら
…
…

～
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
～

第

Ⅷ |||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

10回 定 期 総 会

(と き )  S 2  1  2Ⅲ - 1  2 1

(ところ)け 11仕上!|オt止|サ「火 '| |

義10回定 期絡会
0い

・
挙

い~:す。

！ぴ
相
談
会
6111.12

！
東

洋
信
託
会
議
宝

公
務
蚊
に
忙
年
制
が
い

人
と

れ
て
■
ヽ
　
句

年
一
月
‐
、
‐―
は
、

お
　
リ
ム
ー
を
小
Ｌ
，
、

■
「

■
に
坤
え
て
い
る
　
民
‐―――
モ
■
　
イ、
た
町
を
ｉｔ

映
し
て
か
　
弔

■
の
人
１
の
肌
明
を
心
配
ｔ
て

く
れ
る
令
た
も
少
な
く
な

っ
て
い
る
　
地
ち
■

務
員
で
も
、

地
ち
の
中
小
怖
市
て
は
　
そ
内
松

場
も
な
く
て
　
牛
令
ホ
ら
―
一の
ア、
か
料
え
て
い

る
と

い
う

”

来
年

の
即
ち
、

六
〓
年

八
■
か
ら
は
、

退
性

し
た
あ
と
再
札
職
し
て
、

年
令
以
外
の
所
付
↑

額
が
百
二
十
万
円

（実
際
に
は

ｒリー
伴
拌
除
前
の

総
徹
約

Ｆ
百
九
卜
万
円
以
―

の
収
人

の
あ

る

人
）
以
上
超
え
る
人
に
共
高
年
令
の
　
部
虻
袷

制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
の
よ
う
な
共
古
年
金
制
性
町
↓止
や
退
職
後

の
に
貯
制
度
の
加
入
千
杭
な
ど
が
、

中
職
員
謀

の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
排
長
か
ら
洗
明
を
受
け
ら

れ
る
な
ど
、

退
職
ま
ざ
わ
の
細
合
只
を
対
象
と

し
た
れ
明
公
　
相
孜
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
，

県

職
労
か
ら
は
、

加
前
賃
金
部
！て
が
退
職
手
】
に

つ
い
て
の
Ｗ
れ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

本

年
に
か
ら
は
叫
●
も
１１１
性
Ｗ
ＩＩＩＩＩ
せ
ミ
ナ
ー
と
し

て
、

退
胤
ｒ
忙
拓
を
秋
‐ｒｌｌ
に
な
――
て
日
午
ｆサｔ
蚊

か
ら
研
修
　
相
献
公
を
生
化
！
て
き
て
…‐
る
の

で
　
県
脱
方
の
今
ｌｒＩＩ
の
■
は
嶋
川
山
≡
担
二
■

欠
し
た
は
が
あ
―，
、

＝
情
ィ
か
少
な
か

っ
た

し
か
し
そ
れ
た
け
に
キ
ズ
の
キーーー
か
ｔｉ
ャ汎
明
■
ャ■

け
ら
れ
た
の
は
、
一生
札
キ
に
は
よ
か

っ
た
こ
と

上
ロ
ーーー

年
‐‐‐‐‐

吉
向
‐‐‐‐‐‐

市
Ｔ
‐‐‐‐‐

労
‐‐‐‐‐

職
‐‐‐‐‐

県
‐‐‐‐‐

高
怖
イ
の
冬
の
チ
飾
到
来
を
十
期
す
る
か
の

よ
う
に
、

現
駐
、

と
く
に
中
高
年
の
方
々
も
そ

の
駅
り
ま
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
て

人
働
に
よ

る
貨
令
の
人
巾
抑
制
、

新
給
料
共
の
申
人
に
よ

る
高
怖
苫
と
対
す
る
＝
袷
　
丹
祐
の
抑
制
と
迅

で
あ
ろ
う
”

出
町
し
た
人
か
ら
は
■
品
か
即
町

さ
れ
て
か
↑
祐
と
白
―
‐１か
う
か
か
た
た

叫
肢
オ
赳
職
杵
呼
１
公
か
ら
も
　
わ
冊
き
も

あ
り
　
件
■
が
出
町
し
て
退
職
杵
の
キ
ひ
と
情

Ａ
な
ど
が
止
べ
ら
れ
た

こ
の
公
は
、

叫
取
労
本
＝
、

及
び
叫
職
労
中

高
年
前
と
班
ｋ
労
働
＝
合
の
共
性
で
行
わ
れ
た

職
手
当
の
削
減
　
そ
し
て
勤
統
加
算
の
削
減
と

合
廃
の
動
き
は
、

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
た

こ
の
中
で
、

Ｌ
職
労
中
高
年
の
れ
　
０
回
維

会
が
６２
年
１
月
郷
日
　
拠
日
の
向
日
、

摘
恨
人

ィ
丼
で
開
催
さ
れ
た
。

（次
東
に
つ
つ
く
）

立てるは中高年部新役員
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これから退職される中高年の方々ヘ

退職時における生命保険,生 命共済の取扱い

△個人の生命保険や生命共済は勿論,団 体契約の団体生命共済やグ

ループ民間生命保険などは,高 齢になるにつれ加入条件も厳 しく,

保険料も割高になります。 したがって,在 職 している中高年時代に

早期に退職後を見透 して,新 規加入するとか,現 行のもの,契 約更

新などをされると有利です。

◇グループ保険の取扱い

退職され、引続き非常勤として残られ、引
続き県職労に加入される方は、今までと同じ

取扱いとなります。

ただし、非常勤として残られない方は、次
のようになります。

3月31日で満期になり配当金は5月に職場
経由で支払われます。

引続き、生涯保障制度に切替希望の方は、

県職労退職者厚生会に加入することによって

特典を保持することができるようになりまし

た。これは退職によってグループ保険制度は

満期になる仕組みであるため、新たに1固人保

険に加入すると、高齢を理由に加入条件も厳

しく、保険料 も高額になるため、これを補う

ため生涯保険プランとして退職時一時払いを

制度化 したものです。貯蓄としても最適。
この生涯保険制度の申込は行年 3月 末日ま

で、保険料の支払いは3月25日まで、または

4月 25日までとし、保険料払込の翠月 1日か

ら効力が発生 します。

また、高齢と共に病気入院する方が多いの

で、病気入院制度に併せて加入されるとよい

でしょう。ただし、退職時より2年前に加入

する必要あり。

◇団体扱生命保険

4月 から個人扱に切替えられ、各人が直接

会社へ支払うこととなります。手続きは組合

で行いますので、職場名、氏名、職員番号、

退職後の住所を連絡 してください。lHし再雇

用非常勤で和l合に,統 き加入の方は従来とお

りです。

△団体生命共済 (全労済 )

この満期は7月31日です。退職後は新希望

共済に加人できます。

◇自動車共済(全労済)(マイカー共済)

各人の満期 日まで保障されます。退職後は

全労済のマイカー共済に加入できます。

◇火災共済 (全労済 )

最も人気のある企サ済の火災共済は毎年 1

月が契約史新の時になっていますからnll職後

は自宅あて通次nしております_

以■いづれも、ll入希望の方は県職労退lpl

ヤ「√Jt会として「H体契約 しますので当会に加

入していただきますこなお資料ご希望の方、

詳 しくお知iりになりたい方は、県職労1亨Ai■

業‖!にご】“会ください。

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

恒
例
の
と
お
り
、

議
長
団
選
出
、

明
田
部
長

あ

い
さ
つ
、

次
い
で
県
職
労
鈴
木
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、

来
賓
と
し
て
県
職
労
退
職
者

厚
生
会
か
ら
児
玉
幹
事
が
、

あ
い
さ
つ
と
共
に

退
職
者
厚
生
会

へ
の
入
会
を
お
願
い
し
た
。

次
い
で
全
労
済
神
奈
川
本
部
か
ら
、

事
業
説

明
を
う
け
た
あ
と
、

本
国
の
会
の
目
玉
と
し
て

期
待
さ
れ
た
、

水
沢
透
氏

（評
論
家
）
に
よ
る

「
い
ま
、

何
が
起
こ
り

つ
つ
あ
る
の
か
」
と
題

し
た
記
念
講
演
が
あ

っ
た
。

そ
の
内
容
は
、

国

鉄
分
割
民
営
化
の
本
質
と
実
態
分
析
、

国
家
機

密
法
な
ど
、

我
々
が
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

問
題
に
つ
い
て
鋭
い
評
論
が
な
さ
れ
た
。

第

一
日
目
は
こ
れ
で
終
わ
り
、

花
は
約
五
〇

名
に
よ
る
怒
親
会
で
た
の
し
い

一
夜
が
終

っ
た
。

第
二
日
目
は
、

裕
会
の
本
番
と
も
い
え
る
。

８６
年

一
般
経
過
報
告
、

運
動
方
針
（等
）
が
提
宋

さ
れ
、

質
疑
討
論
の
あ
と
承
認
さ
れ
た
。

っ
ぃ
で
８７
役
員
送
出
総
合
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
、

給
会
宣
言
の
確
認
を
経
て
閉
会
し
た
。

縮
会
記
念
議
演
レ
ジ
ュ
メ

「
い
ま
、

何
が
起
り
つ
つ
あ
る
か
」

講
師
　
評
論
家
　
水
沢
　
透
氏

一
、
「行
草
は
平
時
の
革
命
だ
」
（瀬
島
竜
三
）

い

一
週
間
に
八
本
の
法
と
制
度
が
変
っ
て
い

Ｚ
つ
。

０

一
年
間
に
百
円
し
か
あ
が
っ
て
い
な
い
実

収
の
実
態

０
す
す
む
収
奪
体
系
の
再
編

二
、
「改
憲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
見
え
て
き
た
」

口

「
民
間
活
力
」
の
め
ざ
す
も
の

０

「地
方
行
革
」
は
行
革
の
天
王
山

０
い
ま
な
ぜ
、

国
家
機
杯
法
か
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『県
職
労
退
職
者
厚
生
会
』

に
加
入
し
て

組
合
的
偏
見
解
消
、

改
め
て
良
さ
を
見
直
す

山
本
　
述
北
子

私
は
在
職
中
に
は
組
合
に
加
入
し
て
居
り
ま

し
た
が
、

実
は
組
合
と
云
う
と
、

何
ん
と
な
く
、

堅
苦
し
い
と
こ
ろ
の
よ
う
な
先
入
観
を
持

っ
て

居
り
ま
し
た
の
で
何
ん
と
な
く
敬
遠
し
て
居
り

ま
し
た
。

退
職
し
て
組
合
と
も
長
ら
く
御
縁
が

切
れ
て
い
ま
し
た
が
、

後
か
ら
退
職
さ
れ
た
方

か
ら
退
職
者
厚
生
会
が
出
来
て
退
職
者
の
た
め

の
福
利
厚
生
な
ど
あ
り
色
々
な
問
題
の
相
訟
も

し
て
下
さ
る
の
で
入
会
し
た
ら
十
と
勧
め
ら
れ

て
入
会
致
し
ま
し
た
。

昨
年
五
月
開
催
の
大
平

荘
の
総
会
に
出
席
致
し
ま
し
て
今
ま
で
の
先
入

観
的
考
え
方
が
間
違

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

な
ご
や
か
で
肩
の
凝
ら
な
い
、

私
の

よ
う
な
何
も
知
ら
な
い
者
に
で
も
、

や
さ
し
く

わ
か
る
よ
う
に
お
話
し
し
て
下
さ
り
、

和
気

読
々
と
し
て
本
当
に
楽
し
い
集
り
で
し
た
。

こ

れ
ま
で
の
堅
苦
し
い
思
い
が
、

す

っ
か
―サ
変

っ

て
鳴
し
く
な
り
ま
し
た
。

年
を
と
れ
は
、

だ
ん

だ
ん
と
孤
独
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
親

切
ら
し
く
寄

っ
て
く
る
忠
い
市
人
に
噺
さ
れ
た

り
い
ろ
い
ろ
悲
し
い
事
件
も
起
こ
っ
て
店
り
ま

す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
厚
■
会
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
相
談
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
と
は

い
ま

す
。

気
軽
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
け
る
会
に

し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

ど
う
か
、

今
後
も
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
に

げ
ま
す
。

今
年
も
総
会
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

居
り
ま
す
。

県
職
労
本
部
の
方
々
、

退
職
者
厚
竹
会
の
役

員
の
方
々
、

及
び
会
貝
の
皆
様
方
の
御
健
康
と

ご
多
幸
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

口
円
日
日
旧
団
凶
直
視
・調
査

○
隠
れ
た
借
金
２７
兆
円
と

い
う

国
家
財
政
の
現
実
も
直
視
し

卜●
つ
。

円
高
、
ド
ル
安
と
い
う
不
況
の
行
先
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

目
に
見
え
る
借
金
、

す
な
わ
ち
国
債
の
残
高

は
、

驚
く
勿
れ
、

百
四
十
三
兆
円

（六
十

一
年

末
）
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
日
に
見
え

な

い
借
金
は
二
十
七
兆
円
に
も
の
ほ
る
の
で

す
。中

身
は
な
か
な
か
分
り
に
く
く
、

安
は
本
米

国
が
そ
の
年
に
払
う
べ
き
も
の
を
先
に
挫
り
延

べ
た
り
、

他
の
財
源
か
ら
臨
時
に
借
り
入
れ
た

り
と

い
う

一
時
し
の
ぎ
の
や
り
く
り
で
国
民
に

は
わ
か
り
に
く

い
も
の
ば
か
り
で
す
。

金
額
で

一
番
大
き

い
の
は
、

国
鉄
再
建
に
か

か
わ
る
、

累
積
債
務
の
う
ち
回
の
負
担
分
十
六

兆
七
千
億
円
、

次

い
で
、

大
き
い
の
が
、

わ
れ

わ
れ
に
関
係
の
あ
る
、

地
方
交
付
祝
特
別
会
計

が
資
金
運
用
部
か
ら
借
り
入
れ
た
金
線
の
う

ち
、

日
が
負
担
す
べ
き
分
の
五
兆
八
千
億
円
余
、

支
払

い
を
先
送
り
し
た
「負
担
繰
り
延
べ
措
置
」

も
四
兆
円
増
あ
る
の
で
す
．

「超
弊
縮
予
算
」
と

い
う
ふ
れ
込
み
予
算
綿
成

も

一
皮
剰
け
ば
こ
れ
が
実
態
な
の
で
す
。

お
金
の
欲
し
い
政
府
の
カ
ク
レ
ミ
ノ
が
柴
外

売
上
札
の
実
態
か
も
知
れ
ま
せ
た
ね
。

○
高
齢
者
へ
の
公
的
年
金
課
税

の
動
き

高
齢
者

へ
の
公
的
年
金
課
枕
を
大
蔵
省
が
、

改
め
る
方
針
を
か
ね
て
か
ら
□
め
て
い
る
が
、

当
初
は
六
十
二
年
度
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
た
が

い
づ
れ
虹
上
に
の
は
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
内
容

は
①
受
給
者
だ
け
に
適
応
す
る
現
行
税
制
に
よ

る
六
十
五
才
以
上
に
適
用
し
て
い
る
老
年
者
年

金
特
別
控
除

（年
七
十
八
万
円
）
を
廃
止
す
る

代
わ
り
に

一
般
的
な
老
年
者
控
除

⌒同
二
十
五

万
円
）
を
年
四
十
万
～
五
十
万
円
に
引
き
上
げ

る
②
あ
わ
せ
て
給
与
所
得
控
除
を

「年
金
搾
除

（仮
称
ま

増
額
す
る
な
ど
し
て
、

年
金
の
高

額
受
給
者
の
優
遇
を
改
め
　
国
民
年
金
の
よ
う

に
受
給
額
が
少
な
く
他
の
所
得
で
生
計
を
た
て

て
い
る
人
と
の
格
差
を
是
正
す
る
の
だ
と
し
て

い
る
が
、

机
の
増
収
を
狙

っ
て
い
る
の
が
事
実

で
す
。

井
上
さ
ん
を
ご
存
知
の
方

へ

昨
年
五
月
二
十

一
日
、

箱
恨
大
平
荘
の
第
二

回
給
会
に
ご
出
席
、

新
加
入
さ
れ
た
井
上
さ
ん

を
探
し
て
い
ま
す
。

当
事
務
局
受
付
の
不
手
際
で
、

井
Ｌ
様
と
し

か
記
入
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
存
知
の
方

は井
上
さ
ん
の
、

氏
名
　
住
所
　
電
話
番
号
　
退

職
時
職
場
等
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
や
情
報
戦
争
時
代
、

わ
れ
わ
れ
も
知
ら

な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。

財
政
再
建
は
呆
し
て
進
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

国
の
財
政
難
の
中
で
、

国
の
借
金
の
仕

方
も
巧
妙
に
な
り
　
目
に
見
え
な
い
借
金
も
国

民
の
気
づ
か
な
い
う
ち
に
膨
大
に
な

っ
て
い
る

こ
と
を
、

み
な
さ
ん
は
知

っ
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
つヽ
カ
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